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排出事業者 

 【提出書類】 

 調査票（その１） 

 調査票（その２） 

 廃棄物に関する意識調査票 

[参考、資料] 

 

 表 6 産業廃棄物コード表 

 表７ 建設工事から発生すると考えられる主な廃棄物の種類 

 表８ 「容積」から「重量」への換算 

 （別紙Ａ）産業廃棄物処理業者の優良性の判断に係る評価制度 

 （別紙Ｂ）産業廃棄物抑制等事業費補助金 

 

適正管理計画及び調査票（その１）を既に提出された排出事業者 

 【提出書類】 

 廃棄物に関する意識調査票 

[参考] 

 （別紙Ａ）産業廃棄物処理業者の優良性の判断に係る評価制度 

 （別紙Ｂ）産業廃棄物抑制等事業費補助金 

 

廃棄物処理処分業者 

 【提出書類】 

 廃棄物に関する意識調査票 

[参考] 

 （別紙Ａ）産業廃棄物処理業者の優良性の判断に係る評価制度 

 （別紙Ｂ）産業廃棄物抑制等事業費補助金 

 



  



＜
別

紙
記

入
例

を
参

考
に

し
て

、
ご

記
入

下
さ

い
。

＞

百 万 t

十 万 t

万 t
千 t

百 t
十 t

一 t
10

0

k
g

1
0 kg

1 kg

百 万 t

十 万 t

万 t
千 t

百 t
十 t

一 t
10

0

kg

1
0 kg

1 kg

※
記

入
欄

が
足

り
な

い
場

合
に

は
お

手
数

で
す

が
、

こ
の

表
を

コ
ピ

ー
も

し
く
は

三
重

県
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

ご
使

用
く
だ

さ
い

。

こ
の

場
合

、
記

入
欄

の
番

号
は

１
１
以

降
に

書
き

換
え

て
下

さ
い

。

表
1
 
中

間
処

理
方

法
コ

ー
ド

表
 
（
④

方
法

番
号

）
表

2
 
処

理
・

処
分

方
法

コ
ー

ド
表

 
（⑥

方
法

の
記

号
）

表
３

 
委

託
中

間
処

理
方

法
コ

ー
ド

表
 
（
⑦

方
法

番
号

）
表

４
 
資

源
化

の
用

途
コ

ー
ド

表
5
 
地

域
分

類
コ

ー
ド

表
 

0
1

焼
却

(発
電

・
熱

回
収

な
し

)
1
9

そ
の

他
1

0
1

焼
却

(発
電

・
熱

回
収

な
し

)
1
9

そ
の

他
１

（
⑧

資
源

化
用

途
コ

ー
ド

）
 （

⑩
処

理
先

・
利

用
先

の
所

在
市

町
村

名
、

⑬
埋

立
処

分
先

の
所

在
市

町
村

名
）

0
2

焼
却

(発
電

・
熱

回
収

あ
り

)
（
具

体
的

に
）

Ａ
自

社
の

処
分

場
で

埋
立

処
分

0
2

焼
却

(発
電

・
熱

回
収

あ
り

)
（
具

体
的

に
）

1
0

鉄
5
0

桑
名

（
桑

名
市

、
い

な
べ

市
、

東
員

町
、

木
曽

岬
町

）

0
3

脱
水

Ｂ
自

社
で

再
生

利
用

0
3

脱
水

2
0

非
鉄

金
属

・
貴

金
属

5
1

四
日

市
（
四

日
市

市
、

菰
野

町
、

朝
日

町
、

川
越

町
）

0
4

乾
燥

Ｃ
売

却
0
4

乾
燥

3
0

燃
料

5
2

鈴
鹿

・
亀

山
（
鈴

鹿
市

、
亀

山
市

）

0
5

油
水

分
離

Ｄ
自

社
で

保
管

0
5

油
水

分
離

4
1

肥
料

・
飼

料
5
3

津
（
津

市
）

0
6

中
和

0
6

中
和

4
2

土
壌

改
良

材
5
4

松
阪

（
松

阪
市

、
多

気
町

、
明

和
町

、
大

台
町

）

0
7

破
砕

Ｅ
処

理
業

者
に

中
間

処
理

（焼
却

・
中

和
等

）委
託

0
7

破
砕

5
0

埋
め

戻
し

材
・
盛

土
材

5
5

伊
勢

志
摩

（
伊

勢
市

、
鳥

羽
市

、
志

摩
市

、
玉

城
町

、
南

伊
勢

町
、

度
会

町
、

大
紀

町
）

0
8

分
級

Ｆ
処

理
業

者
の

処
分

場
で

直
接

埋
立

処
分

0
8

分
級

5
1

再
生

骨
材

、
路

盤
材

5
6

伊
賀

（
伊

賀
市

、
名

張
市

）

0
9

圧
縮

Ｇ
(一

財
)三

重
県

環
境

保
全

事
業

団
で

直
接

埋
立

処
分

0
9

圧
縮

6
0

パ
ル

プ
・
紙

原
料

5
7

尾
鷲

（
尾

鷲
市

、
紀

北
町

）

1
0

溶
融

（
発

砲
ｽ

ﾁ
ﾛ
ｰ

ﾙ
等

）
2
0

そ
の

他
2

Ｈ
廃

品
回

収
業

者
（専

ら
再

生
業

者
）で

再
利

用
1
0

溶
融

（発
砲

ｽ
ﾁ

ﾛ
ｰ

ﾙ
等

）
2
0

そ
の

他
２

7
0

ガ
ラ

ス
原

料
5
8

熊
野

（
熊

野
市

、
御

浜
町

、
紀

宝
町

）

1
1

焙
焼

（
具

体
的

に
）

1
1

焙
焼

（
具

体
的

に
）

8
0

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

原
料

0
1

北
海

道
0
8

茨
城

県
1
5

新
潟

県
2
2

静
岡

県
2
9

奈
良

県
3
6

徳
島

県
4
3

熊
本

県

1
2

切
断

・
剪

断
I

市
町

村
で

処
理

（公
社

・財
団

を
除

く
）

1
2

切
断

・
剪

断
8
1

再
生

タ
イ

ヤ
0
2

青
森

県
0
9

栃
木

県
1
6

富
山

県
2
3

愛
知

県
3
0

和
歌

山
県

3
7

香
川

県
4
4

大
分

県

1
3

焼
成

(ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ原

材
料

)
【
そ

の
他

】
1
3

焼
成

(ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ原

材
料

)
9
0

セ
メ

ン
ト

原
料

0
3

岩
手

県
1
0

群
馬

県
1
7

石
川

県
3
1

鳥
取

県
3
8

愛
媛

県
4
5

宮
崎

県

1
4

堆
肥

化
・
飼

料
化

J
そ

の
他

  
（具

体
的

に
）

1
4

堆
肥

化
・
飼

料
化

9
1

再
生

油
・
再

生
溶

剤
0
4

宮
城

県
1
1

埼
玉

県
1
8

福
井

県
2
5

滋
賀

県
3
2

島
根

県
3
9

高
知

県
4
6

鹿
児

島
県

1
5

造
粒

固
化

1
5

造
粒

固
化

9
2

中
和

剤
0
5

秋
田

県
1
2

千
葉

県
1
9

山
梨

県
2
6

京
都

府
3
3

岡
山

県
4
0

福
岡

県
4
7

沖
縄

県

1
6

ｺ
ﾝ
ｸﾘ

ｰ
ﾄ固

化
1
6

ｺ
ﾝ
ｸﾘ

ｰ
ﾄ固

化
9
3

高
炉

還
元

0
6

山
形

県
1
3

東
京

都
2
0

長
野

県
2
7

大
阪

府
3
4

広
島

県
4
1

佐
賀

県

1
7

濃
縮

1
7

濃
縮

9
9

そ
の

他
（
具

体
的

に
）

0
7

福
島

県
1
4

神
奈

川
県

2
1

岐
阜

県
2
8

兵
庫

県
3
5

山
口

県
4
2

長
崎

県
9
9

不
明

1
8

炭
化

1
8

炭
化

三
重

県
産

業
廃

棄
物

実
態

調
査

⑪
処

理
後

の
処

分
方

法
⑫

埋
立

処
分

先
の

名
称

【
自

己
処

理
】

【
産

業
廃

棄
物

処
理

業
者

等
へ

委
託

処
理

】→

【
市

町
村

へ
委

託
処

理
】

三 重 県 内 県 外

Ⅲ
自

己
処

分
、

再
生

利
用

、
業

者
等

委
託

状
況

（
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト
伝

票
を

参
考

に
し

て
下

さ
い

）

⑫
⑬

直
接

埋
立

処
分

先
又

は
中

間
処

理
後

埋
立

処
分

先
⑨

⑩
中

間
処

理
先

又
は

再
生

利
用

先

⑨
処

理
先

・
利

用
先

の
名

称
⑪

処
理

先
・
利

用
先

の
所

在
市

町
村

名
（
コ

ー
ド

番
号

）

⑬
埋

立
処

分
先

の
所

在
市

町
村

名
（
コ

ー
ド

番
号

）
３
次

処
理

⑧
資

源

化
用

途
コ

ー
ド

１
次

処
理

２
次

処
理

⑤
中

間
処

理
後

量
⑥

方
法

の

記
号

(Ａ
～

Ｚ
)

⑦
方

法
番

号

→→ →
→

1
09

→
8

→
→

→
→

6

→
→

→

5 7

→
4調

査
票

（
そ

の
２

）
（

１
枚

中
の

１
枚

目
）

記 入 欄

3
→→

2

Ⅱ
事

業
所

で
の

中
間

処
理

状
況

②
分

類
番

号

③
年

間
発

生
量

④
方

法
番

号

１
次

処
理

２
次

処
理

３
次

処
理

1

Ⅰ
事

業
所

で
の

廃
棄

物
の

発
生

状
況

①
廃

棄
物

の
名

称

→

→ → →

⑧
資

源
化

の
用

途

⑥
で

B
、

C
、

H
と

回
答

さ

れ
た

場
合

及
び

⑪
で

ａと

回
答

さ
れ

た
場

合
は

、
下

記
の

「
表
４

 資
源

化
の

用
途

コ
ー

ド
」
か

ら
該

当

す
る

原
料

の
番

号
を

選
ん

で
記

入
し

て
下

さ
い

。

①
廃

棄
物

の
名

称  具
体

的
な

廃
棄

物
の

種
類

を
記

入

し
て

下
さ

い
。

②
分

類
番

号

別
紙

「表
６

 産
業

廃
棄
物

コ
ー

ド
表

」

よ
り

、
該

当
す

る
廃

棄

物
の

４
桁

の
分

類
番

号
を

選
ん

で
記

入
し

て
下

さ
い

。

⑫
⑬

直
接

埋
立

処
分

先
又

は
中

間
処

理
後

埋
立

処
分

先

⑥
で

A
、

F
、

G
、

I、
Ｚ

（Ｚ
の

場

合
は

必
要

に
応

じ
て

記
載

）
と

回

答
し

た
場

合
、

又
は

⑪
で

ｂ
と

回

答
し

た
場

合
に

は
、

⑫
に

埋
立

処
分

先
の

業
者

名
称

等
を

記
載

し
、

⑬
に

埋
立

処
分

先
の

所
在

す
る

市
町

村
名

と
「
表

５
 地

域
分

類
コ

ー
ド

表
」か

ら
所

在
地

の

番
号

を
括

弧
書

き
で

記
入

し
て

下
さ

い
。

⑥
処

理
・処

分
方

法
発

生
し

た
廃

棄
物

の
処

理
・処

分
方

法
を

下
記

の

「
表
2 

処
理

・
処

分
方

法
コ

ー
ド

表
」
か

ら
該

当
す

る
記

号
を

選
び

、
記

入
し

て
下

さ
い

。

⑦
方

法
番

号

⑥
の

処
理

・
処

分
方

法

で
「Ｅ

」と
回

答
さ

れ
た

場

合
は

、
委

託
先

で
中

間
処

理
さ

れ
た

内
容

に
該

当
す

る
処

理
方

法
の

記
号

を
下

記
の

「表
３
 
委
託

中
間

処
理

方
法

コ
ー

ド
表

」か

ら
選

ん
で

、
中

間
処

理
の

過
程

順
に

記
入

し
て

下
さ

い
。

④
方

法
番

号
工

事
現

場
又

は
自

社
で

中
間

処
理

さ
れ

た
場

合

は
、

該
当

す
る

処
理

方
法

の
記

号
を

下
記

の
「表

1
中

間
処

理
方

法
コ

ー
ド

表
」か

ら
選

ん
で

、
中

間
処

理
の

過
程

順
に

記
入

し
て

下
さ

い
。

⑤
中

間
処

理

後
量 中

間
処

理
後

の
残

さ
量

を
記

入
し

て
下

さ

い
。

③
年

間
発

生
量

各
行

ご
と

に
１
年

間

の
発

生
量

を
、

焼
却

や
脱

水
な

ど
の

自
ら

中
間

処
理

を
す

る
前

の
量

（自
ら

の
処

理

施
設

へ
投

入
す

る

量
）で

記
入

し
て

下
さ

い
。

⑪
委

託
中

間
処

理
後

の
再

生
利

用
・処

分
の

方
法

⑥
で

E
、

G
、

Ｉ、
Z
（Ｚ

の
場

合
は

必
要

に
応

じ
て

記
載

）と
回

答
さ

れ
た

場
合

は
、

中
間

処
理

後
の

廃
棄

物
の

処
理

方
法

に
該

当
す

る
番

号
を
下

記
か

ら
選

ん
で

記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

ａ
．

再
生

利
用

・リ
サ

イ
ク

ル
し

て

い
る

。

ｂ
．

埋
立

処
分

し
て

い
る

。

⑨
⑩

中
間

処
理

先
又

は
再

生
利

用
先 ⑨

に
処

理
先

又
は

再
生

利
用

先
の

業
者

名
称

等
を

記
載

し
、

⑩
に

処
理

先
・利

用
先

の
所

在

す
る

市
町

村
名

と
「
表

５
 地

域

分
類

コ
ー

ド
表

」か
ら

所
在

地
の

番
号

を
括

弧
書

き
で

記
入

し
て

下
さ

い
。

  



＜
別

紙
記

入
例

を
参

考
に

し
て

、
ご

記
入

下
さ

い
。

＞

百 万 t

十 万 t

万 t
千 t

百 t
十 t

一 t
1
00 kg

1
0 kg

1 kg

百 万 t

十 万 t

万 t
千 t

百 t
十 t

一 t
10

0

kg

1
0 kg

1 kg

※
記

入
欄

が
足

り
な

い
場

合
に

は
お

手
数

で
す

が
、

こ
の

表
を

コ
ピ

ー
も

し
く
は

三
重

県
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

ご
使

用
く
だ

さ
い

。

こ
の

場
合

、
記

入
欄

の
番

号
は

１
１
以

降
に

書
き

換
え

て
下

さ
い

。

表
1
 
中

間
処

理
方

法
コ

ー
ド

表
 
（
④

方
法

番
号

）
表

2
 
処

理
・

処
分

方
法

コ
ー

ド
表

 
（⑥

方
法

の
記

号
）

表
３

 
委

託
中

間
処

理
方

法
コ

ー
ド

表
 
（
⑦

方
法

番
号

）
表

４
 
資

源
化

の
用

途
コ

ー
ド

表
5
 
地

域
分

類
コ

ー
ド

表
 

0
1

焼
却

(発
電

・
熱

回
収

な
し

)
1
9

そ
の

他
1

0
1

焼
却

(発
電

・
熱

回
収

な
し

)
1
9

そ
の

他
１

（
⑧

資
源

化
用

途
コ

ー
ド

）
 （

⑩
処

理
先

・
利

用
先

の
所

在
市

町
村

名
、

⑬
埋

立
処

分
先

の
所

在
市

町
村

名
）

0
2

焼
却

(発
電

・
熱

回
収

あ
り

)
（
具

体
的

に
）

Ａ
自

社
の

処
分

場
で

埋
立

処
分

0
2

焼
却

(発
電

・
熱

回
収

あ
り

)
（
具

体
的

に
）

1
0

鉄
5
0

桑
名

（
桑

名
市

、
い

な
べ

市
、

東
員

町
、

木
曽

岬
町

）

0
3

脱
水

Ｂ
自

社
で

再
生

利
用

0
3

脱
水

2
0

非
鉄

金
属

・
貴

金
属

5
1

四
日

市
（
四

日
市

市
、

菰
野

町
、

朝
日

町
、

川
越

町
）

0
4

乾
燥

Ｃ
売

却
0
4

乾
燥

3
0

燃
料

5
2

鈴
鹿

・
亀

山
（
鈴

鹿
市

、
亀

山
市

）

0
5

油
水

分
離

Ｄ
自

社
で

保
管

0
5

油
水

分
離

4
1

肥
料

・
飼

料
5
3

津
（
津

市
）

0
6

中
和

0
6

中
和

4
2

土
壌

改
良

材
5
4

松
阪

（
松

阪
市

、
多

気
町

、
明

和
町

、
大

台
町

）

0
7

破
砕

Ｅ
処

理
業

者
に

中
間

処
理

（焼
却

・中
和

等
）委

託
0
7

破
砕

5
0

埋
め

戻
し

材
・
盛

土
材

5
5

伊
勢

志
摩

（
伊

勢
市

、
鳥

羽
市

、
志

摩
市

、
玉

城
町

、
南

伊
勢

町
、

度
会

町
、

大
紀

町
）

0
8

分
級

Ｆ
処

理
業

者
の

処
分

場
で

直
接

埋
立

処
分

0
8

分
級

5
1

再
生

骨
材

、
路

盤
材

5
6

伊
賀

（
伊

賀
市

、
名

張
市

）

0
9

圧
縮

Ｇ
(一

財
)三

重
県

環
境

保
全

事
業

団
で

直
接

埋
立

処
分

0
9

圧
縮

6
0

パ
ル

プ
・
紙

原
料

5
7

尾
鷲

（
尾

鷲
市

、
紀

北
町

）

1
0

溶
融

（
発

砲
ｽ

ﾁ
ﾛ
ｰ

ﾙ
等

）
2
0

そ
の

他
2

Ｈ
廃

品
回

収
業

者
（専

ら
再

生
業

者
）
で

再
利

用
1
0

溶
融

（
発

砲
ｽ
ﾁ

ﾛ
ｰ

ﾙ
等

）
2
0

そ
の

他
２

7
0

ガ
ラ

ス
原

料
5
8

熊
野

（
熊

野
市

、
御

浜
町

、
紀

宝
町

）

1
1

焙
焼

（
具

体
的

に
）

1
1

焙
焼

（
具

体
的

に
）

8
0

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

原
料

0
1

北
海

道
0
8

茨
城

県
1
5

新
潟

県
2
2

静
岡

県
2
9

奈
良

県
3
6

徳
島

県
4
3

熊
本

県

1
2

切
断

・
剪

断
I

市
町

村
で

処
理

（公
社

・
財

団
を

除
く

）
1
2

切
断

・
剪

断
8
1

再
生

タ
イ

ヤ
0
2

青
森

県
0
9

栃
木

県
1
6

富
山

県
2
3

愛
知

県
3
0

和
歌

山
県

3
7

香
川

県
4
4

大
分

県

1
3

焼
成

(ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ原

材
料

)
【
そ

の
他

】
1
3

焼
成

(ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ原

材
料

)
9
0

セ
メ

ン
ト

原
料

0
3

岩
手

県
1
0

群
馬

県
1
7

石
川

県
3
1

鳥
取

県
3
8

愛
媛

県
4
5

宮
崎

県

1
4

堆
肥

化
・
飼

料
化

J
そ

の
他

  
（
具

体
的

に
）

1
4

堆
肥

化
・
飼

料
化

9
1

再
生

油
・
再

生
溶

剤
0
4

宮
城

県
1
1

埼
玉

県
1
8

福
井

県
2
5

滋
賀

県
3
2

島
根

県
3
9

高
知

県
4
6

鹿
児

島
県

1
5

造
粒

固
化

1
5

造
粒

固
化

9
2

中
和

剤
0
5

秋
田

県
1
2

千
葉

県
1
9

山
梨

県
2
6

京
都

府
3
3

岡
山

県
4
0

福
岡

県
4
7

沖
縄

県

1
6

ｺ
ﾝ
ｸﾘ

ｰ
ﾄ固

化
1
6

ｺ
ﾝ
ｸﾘ

ｰ
ﾄ固

化
9
3

高
炉

還
元

0
6

山
形

県
1
3

東
京

都
2
0

長
野

県
2
7

大
阪

府
3
4

広
島

県
4
1

佐
賀

県

1
7

濃
縮

1
7

濃
縮

9
9

そ
の

他
（
具

体
的

に
）

0
7

福
島

県
1
4

神
奈

川
県

2
1

岐
阜

県
2
8

兵
庫

県
3
5

山
口

県
4
2

長
崎

県
9
9

不
明

1
8

炭
化

1
8

炭
化

三
重

県
産

業
廃

棄
物

実
態

調
査

①
廃

棄
物

の
名

称  具
体

的
な

廃
棄

物
の

種
類

を
記

入

し
て

下
さ

い
。

②
分

類
番

号

別
紙

「表
６
 産

業
廃
棄

物
コ

ー
ド

表
」

よ
り

、
該

当
す

る
廃

棄

物
の

４
桁

の
分

類
番

号
を

選
ん

で
記

入
し

て
下

さ
い

。

⑫
⑬

直
接

埋
立

処
分

先
又

は
中

間
処

理
後

埋
立

処
分

先

⑥
で

A
、

F
、

G
、

I、
Ｚ

（Ｚ
の

場

合
は

必
要

に
応

じ
て

記
載

）と
回

答
し

た
場

合
、

又
は

⑪
で

ｂ
と

回

答
し

た
場

合
に

は
、

⑫
に

埋
立

処
分

先
の

業
者

名
称

等
を

記
載

し
、

⑬
に

埋
立

処
分

先
の

所
在

す
る

市
町

村
名

と
「表

５
 地

域
分

類
コ

ー
ド

表
」か

ら
所

在
地

の

番
号

を
括

弧
書

き
で

記
入

し
て

下
さ

い
。

⑥
処

理
・処

分
方

法
発

生
し

た
廃

棄
物

の
処

理
・処

分
方

法
を

下
記

の

「
表
2 

処
理

・
処

分
方

法
コ

ー
ド

表
」
か

ら
該

当
す

る
記

号
を

選
び

、
記

入
し

て
下

さ
い

。

⑦
方

法
番

号

⑥
の

処
理

・処
分

方
法

で
「Ｅ

」と
回

答
さ

れ
た

場

合
は

、
委

託
先

で
中

間
処

理
さ

れ
た

内
容

に
該

当
す

る
処

理
方

法
の

記
号

を
下

記
の

「表
３
 
委
託

中
間

処
理

方
法

コ
ー

ド
表

」か

ら
選

ん
で

、
中

間
処

理
の

過
程

順
に

記
入

し
て

下
さ

い
。

④
方

法
番

号
工

事
現

場
又

は
自

社
で

中
間

処
理

さ
れ

た
場

合

は
、

該
当

す
る

処
理

方
法

の
記

号
を

下
記

の
「
表
1

中
間
処

理
方

法
コ

ー
ド

表
」か

ら
選

ん
で

、
中

間
処

理
の

過
程

順
に

記
入

し
て

下
さ

い
。

⑤
中

間
処

理

後
量 中

間
処

理
後

の
残

さ
量

を
記

入
し

て
下

さ

い
。

③
年

間
発

生
量

各
行

ご
と

に
１
年

間

の
発

生
量

を
、

焼
却

や
脱

水
な

ど
の

自
ら

中
間

処
理

を
す

る
前

の
量

（自
ら

の
処

理

施
設

へ
投

入
す

る

量
）で

記
入

し
て

下
さ

い
。

⑪
委

託
中

間
処

理
後

の
再

生
利

用
・処

分
の

方
法

⑥
で

E
、

G
、

Ｉ、
Z
（Ｚ

の
場

合
は

必
要

に
応

じ
て

記
載

）と
回

答
さ

れ
た

場
合

は
、

中
間

処
理

後
の

廃
棄

物
の

処
理

方
法

に
該

当
す

る
番

号
を
下

記
か

ら
選

ん
で

記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

ａ
．

再
生

利
用

・
リ

サ
イ

ク
ル

し
て

い
る

。

ｂ
．

埋
立

処
分

し
て

い
る

。

⑨
⑩

中
間

処
理

先
又

は
再

生
利

用
先 ⑨

に
処

理
先

又
は

再
生

利
用

先
の

業
者

名
称

等
を

記
載

し
、

⑩
に

処
理

先
・利

用
先

の
所

在

す
る

市
町

村
名

と
「表

５
 地

域

分
類

コ
ー

ド
表

」か
ら

所
在

地
の

番
号

を
括

弧
書

き
で

記
入

し
て

下
さ

い
。

⑧
資

源
化

の
用

途

⑥
で

B
、

C
、

H
と

回
答

さ

れ
た

場
合

及
び

⑪
で

ａと

回
答

さ
れ

た
場

合
は

、
下

記
の

「表
４

 資
源
化

の
用

途
コ

ー
ド

」か
ら

該
当

す
る

原
料

の
番

号
を

選
ん

で
記

入
し

て
下

さ
い

。

伊
勢

市
(5

5
)

●
●

㈱

㈱
□

□

a ｂ a

四
日

市
市

（
５
１
）

C

0
E E

松
阪

市
(5

4
)

愛
知

県
(2

3
)

津
市

(5
3
)

△
△

㈱

→

0

→ →
→

0
0

①
廃

棄
物

の
名

称

３
次

処
理

Ⅰ
事

業
所

で
の

廃
棄

物
の

発
生

状
況

Ⅱ
事

業
所

で
の

中
間

処
理

状
況

②
分

類
番

号

③
年

間
発

生
量

④
方

法
番

号

１
次

処
理

２
次

処
理

1
0

1
コ

ン
ク

リ
ー

ト
片

1
5

1

0
2

建
設

木
く
ず

0
8

調
査

票
（
そ

の
２

）

記
載

例
（

１
枚

中
の

１
枚

目
）

記 入 欄

1
→

→
2

0
0

→

3
金

属
く
ず

１
2

０
0

→
1

0
→ →

1
4

排
水

処
理

汚
泥

0
2

1
1

→
0

3
1

2
0

0

7
0

0
0

5
建

設
木

く
ず

0
8

1
1

1
4

→→

1

4

0

5 1

CE

1
→

■
■

㈱

◇
◇

㈱

1

7

１
次

処
理

２
次

処
理

⑤
中

間
処

理
後

量
⑥

方
法

の

記
号

(Ａ
～

Ｚ
)

⑦
方

法
番

号

３
次

処
理

⑧
資

源

化
用

途
コ

ー
ド

0
0

0

0
2

⑬
埋

立
処

分
先

の
所

在
市

町
村

名
（
コ

ー
ド

番
号

）

○
○

㈱

【
市

町
村

へ
委

託
処

理
】

三 重 県 内 県 外

Ⅲ
自

己
処

分
、

再
生

利
用

、
業

者
等

委
託

状
況

（
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト
伝

票
を

参
考

に
し

て
下

さ
い

）

⑫
⑬

直
接

埋
立

処
分

先
又

は
中

間
処

理
後

埋
立

処
分

先
⑨

⑩
中

間
処

理
先

又
は

再
生

利
用

先

⑨
処

理
先

・
利

用
先

の
名

称
⑪

処
理

先
・
利

用
先

の
所

在
市

町
村

名
（
コ

ー
ド

番
号

）

⑪
処

理
後

の
処

分
方

法
⑫

埋
立

処
分

先
の

名
称

【
産

業
廃

棄
物

処
理

業
者

等
へ

委
託

処
理

】→
大

阪
府

(2
7
)

【
自

己
処

理
】

3
0

↓
記

載
例

１
：

建
設

現
場

の
コ

ー
ン

ク
リ

ー
ト

片
１

０
０

０
ト

ン
に

つ
い

て
、

中
間

処
理

業
者

に
破

砕
処

理
を

委
託

し
、

路
盤

材
と

し
て

再
資

源
化

さ
れ

た
場

合

↓
記

載
例

２
：

木
く
ず

０
．

２
ト

ン
（２

０
０

ｋ
ｇ
）に

つ
い

て
、

中
間

処
理

業
者

に
焼

却
処

理
（発

電
あ

り
）
を

委
託

し
、

残
さ

が
埋

立
処

分
さ

れ
た

場
合

↓
 記

載
例

３
：

不
要

と
な

っ
た

金
属

１
０

ト
ン

を
売

却
し

た
場

合

↓
記

載
例

４
：

排
水

処
理

汚
泥

21
ト

ン
(排

水
処

理
施

設
に

組
み

込
ま

れ
た

脱
水

設
備

で
脱

水
さ

れ
、

2
1
％

に
減

量
)つ

い
て

、
中

間
処

理
業

者
に

堆
肥

化
処

理
を

委
託

し
、

堆
肥

と
し

て
再

資
源

化
さ

れ
た

場
合

↓
 記

載
例

５
：

木
く
ず

を
１

０
０

ト
ン

を
、

自
社

の
破

砕
施

設
で

破
砕

処
理

後
、

燃
料

と
し

て
売

却
し

た
場

合

 



表6 産業廃棄物コード表 （この廃棄物分類表は当調査のためのものです）

（１）産業廃棄物に関するもの

種 類 分類番号

０１００

０２１１

０２２５ 建設高含水率汚泥、ベントナイト汚泥

０２２６ 浄水場汚泥

０２１７ 下水処理汚泥

０３１０

０３１５ アマニ油、桐油、ゴマ油、天ぷら油、サラダ油

０３１６ 魚油、鯨油、豚脂、牛脂等

０３２０ ハロゲン化炭化水素類、アルコール、ケトン

０３３０

０３４０ タンクスラッジ

０４００

０５００

【熱硬化性樹脂くず】 フェノール樹脂、ユリア樹脂、エポキシ樹脂、メラミン樹脂

【熱可塑性樹脂くず】 塩化ビニル樹脂、塩化ビニリデン樹脂、ポリエチレン樹脂、

ポリプロピレン樹脂

【合成繊維くず】 ナイロン繊維、ポリエステル繊維、ビニロン繊維、アクリル

繊維、混紡繊維（合成繊維が主体のもの）

０６２０

０６３０

０２２０

０２２１

鍍金汚泥、金属表面処理汚泥、研磨汚泥、砂利洗浄汚泥、セメント工場廃水処理汚泥、窯業

廃水処理汚泥、水酸化アルミ汚泥、イオン交換樹脂再生廃液処理汚泥、その他の排水処理汚

泥等

金属さび粉体、廃ショットブラスト（さび落とししたものに限る）、脱硫石こう、赤泥、ガ

ラス研磨汚泥、金属研磨汚泥、道路側溝汚泥、洗車汚泥、廃白土、ドライクリーニング汚

泥、油水分離後の汚泥、廃顔料、硫酸第一鉄、廃硫安、腐食塩、廃芒硝、廃尿素

固 形 油

廃油

廃            酸

廃 液 で 酸 性

を 呈 す る も の

動物性油脂

石灰殻、コークス灰、重油灰、木灰、木炭灰、炉掃出物、すす、クリンカー、廃カーボン等

汚 泥

泥 状

のもの

油 で い

建 設 汚 泥

上 水 汚 泥

下 水 汚 泥

植物性油脂

有機性汚泥

（排水処理汚

泥）

一 般 廃 油

エンジンオイル、機械油、コンプレッサー油、油圧油、ギヤーオイル、モーターオイル、絶

縁油、圧延油、焼入油、切削油、重油、廃塗料（油性のものに限る）、廃インク（油性のも

のに限る）

活性汚泥（余剰汚泥）、製紙汚泥、ビルピット汚泥（し尿を含むものは除く）、染色廃水処

理汚泥、クリーニング廃水処理汚泥（水洗を主とする場合）、洗毛汚泥等

イースト菌培養残さ

無機性汚泥

（排水処理汚

泥）

無機性汚泥

（排水処理以

外）

廃プラス

チック類

０６１０

アンモニア、カ性ソーダ、カ性カリ、金属石けん等の廃液、写真現像廃液、アルカリ洗浄工

程

廃液、廃ガス洗浄廃液、その他工程廃液、各種アルカリ性の塩類廃液

廃  ア  ル  カ  リ

廃液でアルカリ性

を 呈 す る も の

アスファルト、タールピッチ、パラフィンろう、固形石けん、固形脂肪酸、クレヨン、パス

テル

廃 溶 剤

石 綿 含 有 上記のうち、石綿含有産業廃棄物（非飛散性）であるもの

廃 タ イ ヤ 廃タイヤ

硫酸、塩酸、硝酸、ふっ化水素酸、クロム酸、混酸、ギ酸、酢酸、酒石酸等の廃液、写真定

着廃液、酸洗工程廃液、排ガス洗浄廃液、その他工程廃液、各種酸性の塩類廃液

区 分 具 体 例

燃 え 殻

０２１０

有機性汚泥

（排水処理以

外）

産業廃棄物の分類コードについて、「（２）特別管理産業廃棄物に関するもの」に該当する場合は
（２）の分類番号を記載し、（２）以外の産業廃棄物については「（１）産業廃棄物に関するもの」の
分類番号を記載してください。

【その他】
ＦＲＰ（繊維強化プラスチック、ガラス繊維強化プラスチッ

ク、強化プラスチック等)、廃塗料（固形状のものに限る）、

廃接着剤、廃イオン交換樹脂、合成ゴムくず、塩ビ管、プラ

スチック容器、発泡スチロール、ビニールシート、電線被覆

材、写真フィルム、プラスチックタイル、その他各種プラス

チック製品くず

廃プラス

チ ッ ク

  



０７１０

０８００

０８１０

０９００

０９１０

１０５０

１１００

１２００

１３０２

１３０３

１３０４

１３０５

１４０１ 鋳物廃砂、サンドブラスト廃砂（塗料かす等を含む物を除く）等

１４０３

１５１０

１５２０ アスファルトコンクリートの破片

１５３０

１５４０

１６００

１７００

１８００

１９００ 処分するために処理したもの（コンクリート固型化等）、メッキ汚泥固形物

紙 く ず ０７００

①パルプ、紙又は紙加工品の製造業、新聞業（新聞巻取紙を使用して印刷発行を行うものに

限る。）、出版業（印刷出版を行うものに限る。）、製本業及び印刷物加工業に係るもの

で、ラミネート紙、印刷用紙、包装用紙、油紙、チップボール等の紙くず。

②ＰＣＢが塗布され、又は染み込んだもの

木 く ず

建設業に係る紙

くず
建設業（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものに限る。）に係る紙くず

①木材又は木製品製造業（家具の製造業を含む。）、パルプ製造業及び、輸入木材の卸売業

及び物品賃貸業に係る木くず、おがくず、かんなくず、バーク類、竹、ベニヤ、ベニヤボー

ド類

②貨物の流通のために使用したパレット（パレットへの貨物の積付けのために使用したこん

包用の木材を含む）

③ＰＣＢが染み込んだもの

繊 維 く ず

動 ・ 植 物 性 残 さ １０００

食料品製造業、飲料・飼料製造業、医薬品製造又は香料製造業において原料として使用した

動物又は植物に係る固形状の不要物で、ハム残さ、ソーセージ残さ、ベーコン残さ、スク

リーンかす、あら、甲殻、卵殻、貝殻、チーズかす、羽毛、野菜くず、果実くず、つけ物く

ず、小麦、米、大豆醸造かす、香辛料残さ、ぬか、ふすま、パンくず、きじくず、でんぷん

製造篩かす、あめかす、おから、あん製造かす、コーヒーかす、綿実油かす、製品くず、香

料、生薬抽出残さ等

建設業（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものに限る。）に係る繊維くず

①繊維工業（衣服その他の繊維製品製造業を除く。）に係る羊毛、綿、絹、麻等の天然繊

維、レーヨン、アセテート、混紡繊維（天然繊維が主体のもの）。

②ＰＣＢが染み込んだもの

セラミックくず、れんが、かわら、土管、陶管、タイル、陶器、モルタルハツリくず、

石膏ボード製品くず等

コ ン ク リ ー ト

製 品 く ず
コンクリート製品くず（製品の製造過程で生じるコンクリートくず等）

上記のうち、石綿含有産業廃棄物（非飛散性）であるもの

切粉、ショットプラスト（金属のみがきに使用したものに限る）、スクラップ、ブリキく

ず、トタンくず、空き缶、銅くず、アルミくず等

と蓄場においてとさつし、又は解体した獣蓄及び食鳥処理場において食鳥処理した食鳥に係

る固形状の不要物

天然ゴムくず、エボナイトくず、廃ラテックス等

白熱電球、窓ガラス、びん類、グラスウール、ガラス食器、光学レンズ、クリスタルガラ

ス、理化学用要ガラス器具、薬品びん等

鉄道用線路の砂利、骨材、石材、れんが、スレート、かわら、土管、陶管、タイル、断熱

材、石膏ボードの破片等

動 物 の 糞 尿

動 物 の 死 体

ば い じ ん

大気汚染防止法に規定されるばい煙発生施設又は汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラス

チック類及びＰＣＢ汚染物の焼却施設において発生するもので集じん施設によって、集めら

れたもの。

動 物 系 固 形 不 要 物

ゴ ム く ず

金 属 く ず

鉱さい

ガ ラ ス く ず

石綿含有

陶 磁 器 く ず

そ の 他

廃 砂

そ の 他 の

鉱 さ い

転炉、高炉、平炉、溶融炉等の残さい、キューポラのノロ、金属スラグ、不良鉱石、不良石

炭、粉炭かす、廃土石類（鉱石の加工の際生じるものに限る）等

13 号 廃 棄 物

コンクリートの破片、コンクリートブロックの破片がれき類

（工作物

の新築・

改築、解

体作業で

発生する

もの）
石綿含有 上記のうち、石綿含有産業廃棄物（非飛散性）であるもの

コンクリート片

廃アスファルト

畜産農業に該当する事業活動に伴って生じる、牛の糞尿、馬の糞尿、豚の糞尿、鶏の糞尿

畜産農業に該当する事業活動に伴って生じる牛の死体、馬の死体、豚の死体、鶏の死体

建設業に係る木

くず
建設業（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものに限る。）に係る木くず

建設業に係る繊

維くず

ガラス

くず等

 



種 類 分類番号

０３１１

０４０１

０５０１

２０９１

２２０１

２３０１

２４０１

２１０１

２５００

建築物に使用された吹き付け石綿・石綿含有保湿材を除去したもの及び石綿建材除去事業で

使用した用具類（廃プラスチックシート、防塵マスク、作業衣など）など。大気汚染防止法

の特定粉じん発生施設の集じん施設で集められた飛散性の石綿など。

廃石綿等

廃PCB（ﾎﾟﾘ塩化

ﾋﾞﾌｪﾆﾙ）等

廃ＰＣＢ等又はＰＣＢ汚染物を処分するために処理したもので、以下の基準を満たさないも

の

①廃油 ＰＣＢ 0.5mg/kg以下

②廃酸、廃アルカリ ＰＣＢ 0.03mg/L以下

③廃プラスチック、金属くず、陶磁器くず、ＰＣＢの付着又は封入が無いこと

・洗浄液試験法（洗浄液：0.5mg/kg以下）

・ふきとり試験法（面積：0.1μg/100m2以下）

・部材採取試験法（部材：0.01mg/kg以下）

④上記以外（汚泥、燃え殻、ばいじん） ＰＣＢ 0.003mg/検液L以下

その他

・政令で定められた一定の施設から排出される、環境省令で定める判定基準に適合しない、

ばいじん、燃え殻、廃酸、廃アルカリ、汚泥又はこれらの処理物

・環境省令で定める判定基準に適合しない鉱さい

・輸入廃棄物の焼却炉ばいじん、燃えがら、排ガス洗浄汚泥又はこれらの処理物

・政令で定められた一定の施設から排出される、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩

化炭素、1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛ

ｴﾀﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ（いずれも廃溶剤に限る。濃度には関係ない。）又はこれら

の処理物

特

定

有

害

産

業

廃

棄

物

廃ＰＣＢ及びＰＣＢを含む廃油

ＰＣＢ汚染物

産業廃棄物のうち、ＰＣＢが染み込んだ汚泥、木くず、繊維くず、ＰＣＢが塗布され又は染

み込んだ紙くず、ＰＣＢが付着し、又は封入された廃プラスチック類、金属くず、ＰＣＢが

付着した陶磁器くず、がれき類

ＰＣＢ処理物

医療関係機関等から排出される産業廃棄物であって、人が感染し、若しくは感染のおそれの

ある病原体が含まれ、若しくは付着している廃棄物又はこれらのおそれのある廃棄物

（２）特別管理産業廃棄物に関するもの

区 分 具 体 例

感 染 性 廃 棄 物

腐 食 性 廃 ア ル カ リ

引 火 性 廃 油

水素イオン濃度指数（ｐＨ）が12.5以上のもの

産業廃棄物である揮発油等、灯油類、軽油類 （引火点７０℃未満のもの）

腐 食 性 廃 酸 水素イオン濃度指数（ｐＨ）が2.0以下のもの
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廃棄物に関する意識調査票 （排出事業者対象）

１ 産業廃棄物の発生抑制やリサイクル(再利用・再生利用)への取組等

（１）取組の状況

貴事業所内において、産業廃棄物の発生抑制やリサイクルにどのように取り組んでいます
か。以下の取組内容ごとに、それぞれ、実施状況としてあてはまる一つに○印を付してくだ
さい。（業務内容に関係無い項目には、「該当無し」に○印を付してください。）

自社内で再生処理しリサイクルを
推進

発生量低減のため資材や工程等の
改善

包装材・梱包材の使用量の削減

総
合
的
事
項

環境配慮製品の設計・開発

発生する不要物の自社内での有効
利用を促進

有害廃棄物の発生抑制

発
生
抑
制

自己中間処理による減量化

廃棄物管理を統括する組織を整備
する等、全社的取組の推進

廃棄物処理に関する管理計画の策
定

廃棄物処理に関する情報公開の推
進

ISOやM-EMSなどの環境マネジ
メントによる廃棄物対策の取組

そ
の
他

分別・選別徹底によるリサイクル
等の推進

再生品、再生資源の利用の促進

処理困難廃棄物の自主回収システ
ムの構築

リ
サ
イ
ク
ル

発生する不要物の有償売却を促進

リサイクル可能な処理先へ委託

実施していない
取組内容

  三重県では、三重県内の事業所を対象として、産業廃棄物の実態調査（平成25年度実績）
とあわせて意識調査を実施します。

いただいた回答につきましては、集計結果のみ三重県で公表するとともに、三重県廃棄物
処理計画策定の参考資料として活用させていただきますので、本調査の回答にご協力をお願
いします。

発生廃棄物を燃料とした発電・熱
回収の促進

該当
無し 実施している 実施を検討中

実施状況
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（２）発生抑制とリサイクルに関する目標値

（３）発生抑制とリサイクルの取組を進める上での課題

コスト高となってしまう

何をして良いのか分からない

必要な技術や機械設備が開発されていない

機械設備などに投資が必要

人手がかかる

技術力が必要

社員教育が難しい

専門的な相談先がない

その他（具体的な課題を記載してください）

・発生量の抑制関係（発生抑制が困難な廃棄物など）

・リサイクル率の向上関係（リサイクルが困難な廃棄物など）

・最終処分量の削減（最終処分量の削減が困難な廃棄物など）

発生量の抑制

リサイクル率の向上

「発生量の抑制」「リサイクル率の向上」「最終処分量削減」の取組を進めるうえでの課
題は何ですか。それぞれ課題と思うものに２つまで○印を付してください。

リサイクル率向上

最終処分量の削減

知識・情報が必要

目標値基準年の数値 目標年

発生量の抑制

目標
無し

事業特性から、発生抑制・リサイクルは不
可能

目標値がある場合

最終処分量削減

課題を２つまで
選択

課題を２つまで
選択

課題を２つまで
選択

目標
有り 基準年

貴事業所では、産業廃棄物の発生抑制などの目標を設定していますか、目標の有無に○印
を付すとともに、設定した目標値や基準値を記載して下さい。
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２ 産業廃棄物の適正処理への取組
（１）電子マニフェストの利用

１）電子マニフェストシステムへの加入状況

電子マニフェストシステムに加入していますか。あてはまるもの一つに○を付してくださ

２）利用のメリット

(現在の加入状況を「加入」と回答した事業所のみお答えください。）

３）加入していない理由
(現在の加入状況を「未加入」と回答した事業所のみお答えください。)

電子マニフェスト制度を知らない

操作が面倒、又は、操作が分からない

コストがかかる

収集運搬業者や処分業者が電子マニフェストを使っていない

その他の理由があれば記載して下さい

メリットを感じない

電子マニフェストシステムに加入している事業所にお伺いします。電子マニフェストを利用
した感想として、以下の項目それぞれについて、あてはまるものに一つ○印を付してくださ
い。

電子マニフェストシステムに加入していない事業所に伺います。加入しない理由は何です
か。以下の当てはまる全てに○を付してください。

使い勝手が良い

やや悪い

電子マニフェストを利用するメリットを感じない

利用するために人員を確保する必要がある

項目

加入
→２）へ

加入を検討
している

マニフェスト交付
の必要ない

県では、産業廃棄物の適正処理を確保するため、電子マニフェストの普及促進を図ってい
るところですが、貴事業所おける電子マニフェストの加入状況などをお教えください。

未加入
→３）へ

現在の加入状況

悪いやや良い

該当事項

コストが削減できる

項目

産業廃棄物の適正処理を確保できる

産業廃棄物処理の管理が容易にできる

事務の効率化が図れる

良い
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（２）優良産業廃棄物処理業者の活用

（「全部を優良業者に委託」「一部を優良業者に委託」と回答した事業所のみお答えください

制度を知らない

処理料金が高くなる

現在の処理委託先でも適正に処理されている

近くに委託可能な優良産業廃棄物処理業者がいない

メリットが少ない

その他の理由があれば記載して下さい

（３）処理業者の選定

会社情報（法人の事業内容、履歴、財務状況）

環境関連資格・取組の状況

処理料金の設定

電子マニフェストの利用

優良産業廃棄物処理業者の認定

リサイクルの取組状況

廃棄物による発電・熱回収の取組状況

過去における違法な処理等の有無

（その他重視している事項があれば記載して下さい）

一部を
優良産廃処理
業者に委託

現在の加入状況

優良産業廃棄物処理業者を活用してない理由は何ですか。以下の当てはまる全てに○
印を付してください。

全部を
優良産廃処理
業者に委託

マニフェスト
交付の必要ない

→（４）へ

処理の方法や実績（廃棄物の種類、量、施設能力）

項目

活用していな
い

→（３）へ

県では、産業廃棄物の適正処理を確保するため、優良産業廃棄物処理業者（通常の許
可基準よりも厳しい基準を満たした産業廃棄物処理業者で、県が法に基づき審査し認
定）の活用を促進する取組を行っているところですが、貴事業所おいて優良産業廃棄物
処理業者をどの程度活用していますか。下表のあてはまるもの一つに○印を付してくだ
さい。

検討中
→（３）へ

該当事項

産業廃棄物処理業者（中間処理業者・最終処分業者）の選定にあたって、次の項目をどの
程度重視していますか。下表の項目ごとに、それぞれ、当てはまる一つに○印を付してくだ
さい。

やや重視
している

重視
していない

項目

処理施設の維持管理状況（排ガス・排水等の環境基
準の適合）

特に重視
している
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（４）処理が困難な産業廃棄物

３ 産業廃棄物の発生や処理における地球温暖化対策の取組
（１）現在の取組

4 産業廃棄物処理体制の整備

最終処分場の確保

（その他の関係する取組があれば記載して下さい）

適正処理を一層確保できる体制

処理が困難な産業廃棄物の種類、性状、その理由

地球温暖化対策への取組

災害に強い産業廃棄物の処理体制

環境に配慮した処理施設

該当
無し

取組を検討
している

項目 重要

リサイクルが進む処理施設

発電・熱回収が進む処理施設

項目

処理が困難な廃棄物の処理事業を進め
る

発
生

運
搬

処
理

可燃性廃棄物の発生抑制

不要となったものを資源や燃料と
して利用促進（売却を含む）

発生する廃棄物の効率的な運搬
（頻度や車両など）

廃棄物の燃料としての再生処理を
促進（処理業者への委託含む）

発生する廃棄物の処理業者までの
距離（距離が短い業者の選定）

廃棄物を処理する際に発電・熱回
収を促進（処理業者への委託含
む）

貴事業所から排出する産業廃棄物のうち、リサイクルや処理が困難なものはありますか。
ある場合は、具体的な種類等を記載して下さい。

取り組ん
でいる

貴事業所からの産業廃棄物の発生やその処理について、地球温暖化対策の取組をどのよう
に行っていますか。各項目の取組状況について、それぞれ、あてはまるもの１つに○印を付
してください。（業務内容に関係が無い項目には、「該当無し」に○印を付してください。)

取り組ん
でいない

県内の産業廃棄物の処理体制には、どのようなことが望まれますか。各項目ごとに、それ
ぞれ、あてはまるもの一つに○を付してください。

やや重要で
ない

重要でないやや重要
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５ 不法投棄を許さない社会をつくる取組

（その他の関係する取組があれば記載して下さい）

６ 三重県の廃棄物関連施策

項目

セミナー等による情報提供

優良な産業廃棄物処理業者の育成

環境に配慮した高度な処理施設の整備促進

最終処分場の確保

災害に強い産業廃棄物の処理体制

処理が困難な廃棄物の処理事業を進める

廃棄物処理業者への立入による必要な指導

不法投棄に対する監視強化

不適正処理事案の県代執行による環境修復

不法投棄防止のための普及啓発

増えている減っている わからない

項目 重要でない

当県では産業廃棄物不法投棄発見件数が減少傾向にありますが、身のまわりの産業廃棄物
不法投棄の状況をどのように感じますか。あてはまるもの一つに○印を付してください。

不法投棄を許さない社会づくりを進めていくために、どのようなことが重要だと思います
か。各項目について、それぞれ、あてはまるもの一つに○印を付してください。

重要

今後、県が行うべき廃棄物施策と思われる施策は何ですか。各項目ごとに、それぞれ、県
が実施する必要性としてあてはまるもの１つに○印を付してください。

事
業
者

事業者の適正処理の確保の取組の推進

事業者の発生抑制やリサイクルに対する支援
（補助金、技術支援等）

排出事業者が不適正処理防止に取り組む

廃棄物１１０番など県民からの通報窓口

やや重要
やや重要で

ない

（※）産業廃棄物処理計画：事業者が、廃棄物処理法第12条9項や県マニュアルに基づき、
産業廃棄物の排出抑制やリサイクル等について定める計画

事業者の産業廃棄物処理計画(※)策定や実施の推進

行うべき
分から
ない

やや行う
べき

やや増えて
いる

やや減って
いる

不法投棄の状況（5年程度前との比較）

監
視
指
導

リサイクルや発電・熱回収を行う施設の整備促進

行うべき
でない

処
理
体
制

関係者が連携し、早期に発見できる体
制づくり

行政の監視体制の強化

適正処理について普及啓発
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三重県の産業廃棄物に関する施策についてご意見がありましたら、ご記入ください。

最後に貴企業・事業所の所在市町名を記載し、該当業種名に○印を付してください。

業種名

以上でアンケートはおしまいです。ご協力ありがとうございました。

本県では、産業廃棄物税制度を導入し得られた財源の一部を活用して、排出事業者を対象
に「産業廃棄物の発生抑制やリサイクル技術の開発に対する補助金」制度を設けています。
本制度をご存じですか。

知っている 聞いたことがある 知らない

産業廃棄物税により、県が実施する必要があると思われる事業は何ですか。以下の項目か
ら、あてはまるもの全てに○印を付してください。

(参考)
産業廃棄物税制度とは、三重県内の産業廃棄物の最終処分場や中間処理施設に産業廃棄物を搬入する事業者の皆様に、

産業廃棄物税を納めていただく制度（年間1,000ｔ以上の事業所が対象）です。
なお、産業廃棄物税は、産業廃棄物関連施策に要する費用として活用しています。

項目 該当事項

産業廃棄物の発生抑制やリサイクル技術の開発に対する補助金

企業の産業廃棄物の発生や処理について、インターネットで情報を交換できるような環境整備

県内産業廃棄物処理業者においてリサイクルや熱回収を行う体制整備の支援

所在市町名

再生資源の購入費用に対する補助金

県内産業や県内工事で発生する廃棄物のリサイクルや処理技術の研究開発

県内産業や県内工事で発生する廃棄物のリサイクルや処理技術について、県内企業との共同研究

（その他の事業があれば具体的に記載してください）

県内の不法投棄対策

産業廃棄物の焼却施設や最終処分場の周辺を住み良く整備する事業

(鉱業・採石業・砂利採取業) (建設業) (製造業) (電気・ガス・熱供給・水道業)
(情報通信業) (運輸業・郵便業) (卸売業・小売業) (不動産業・物品賃貸業)
(学術研究・専門・技術サービス業) (宿泊業・飲食サービス業)
(生活関連サービス業・娯楽業) (教育・学習支援業) (医療・福祉)
(複合サービス業) (サービス業（他に分類されないもの）)
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廃棄物処理の今後の取組に関する調査票 （廃棄物処理業者対象）

１ 産業廃棄物の処理に関する許可の種類

（特別管理）産業廃棄物収集運搬業

（特別管理）産業廃棄物処分業（中間処理）

（特別管理）産業廃棄物処分業（最終処分）

２ 今後の廃棄物の処理事業

（１）取組の方向

今後の取組方向
実施状況

実施している

処理が困難な廃棄物の処理事業を進める

貴社における取組の実施状況について、以下の項目のうち該当するもの全てに○印を付し
てください。

環境に配慮した高度な処理施設を整備する

適正処理のため社内体制を強化

実施していない実施を検討中

  三重県では、三重県内の産業廃棄物処理業者を対象として、今後の取組等に関する調査を
実施します。

いただいた回答につきましては、集計結果のみ三重県で公表するとともに、三重県廃棄物
処理計画策定の参考資料として活用させていただきますので、本調査の回答にご協力をお願
いします。

貴社が取得している許可について、全て、○印を付してください。

許可を取得しているもの 該当事項

災害に強い処理体制をつくる

廃棄物系バイオマスの利活用を進める
（堆肥化、資料化、ガス回収、発電等）

リサイクルや発電・熱回収を行う施設の整
備を進める

優良認定取得や電子マニフェストなど適正
処理の取組を進める

分からない

廃棄物処理事業を行わない
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（２）中間処理施設の新増設

（３）最終処分場の新増設

施設の
処理
能力

施設の
埋立能力

埋立対象
の廃棄物
の種類

該当事項

施設の
種類

発電・熱回収を推進する施設

上記以外の中間処理施設

検討中又は未定

今後１０年程度の間に、最終処分場の新増設を行う計画がある場合は、該当する項目に○
印を付し、必要事項を記入してください。

該当事項

計画の
有無

中間処理施設の新増設計画

施設の
種類

新設の予定がある

焼却施設

リサイクルを推進する施設

（見込んでいる発電・熱回収量を記載してください。）
※見込んでいない場合は空欄でかまいません。

ＫＷｈ／日 ＭＪ／日

（処理対象を検討している主な廃棄物の種類を記載してください。）

今後１０年程度の間に、中間処理施設の新増設を行う計画がある場合は、該当する項目に
○印を付し、必要事項を記入してください。

増設の予定がある

（新増設の予定がある場合、整備の予定年を記載してください。）
平成 年頃

計画の
有無

（見込んでいる処理能力を記載してください。）
※見込んでいない場合は空欄でかまいません。

トン／日 m3／日

（見込んでいる再生利用量を記載してください。）
※見込んでいない場合は空欄でかまいません。

トン／日 m3／日

最終処分場の新増設計画

新設の予定がある

増設の予定がある

（予定がある場合、整備の予定年を記載してください。）
平成 年頃

管理型最終処分場

遮断型最終処分場

（見込んでいる埋立量を記載してください。）
※見込んでいない場合は空欄でかまいません。

M3

（埋立対象を検討している主な廃棄物の種類を記載してください。）

処理対象
廃棄物の

種類

再生利用
量

発電・熱
回収量

廃棄物系バイオマスの利活用を推進する施設

検討中又は未定

（焼却施設以外の施設の場合、その施設の種類を記載してください。）
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３ 産業廃棄物の適正処理に係る取組
（１）事業内容等に関する情報提供

（その他情報提供している事項があれば記載して下さい）

（２）優良産業廃棄物処理業者認定に関する取組

産業廃棄物の排出事業者や、貴社の事業の周辺地域住民に、どのような情報を提供してい
るか、該当する事項に、各々、一つだけ○印を付してください。（貴社の業務内容で、関係
がない項目は空欄にしてください）

項目

優良認定の基準に適合しているが、本県の認定は受けていない

優良認定の基準に適合し、本県の認定を受けている。

（参考）認定制度の概要は別紙のとおりです。

排出事業者 地域住民

情報提供
していない

優良産業廃棄物処理業者認定に関して、現在と今後の取組について、該当する事項に一つ
だけ○印を付してください。

情報提供
している

情報提供
していない

情報提供
している

排出事業者

地域住民

会社情報（法人の事業内容、履歴、財務状況）

環境関連資格・取組の状況

優良基準の適合について考えていない

制度を知らない

（その理由）

適合確認を受けるメリットがない

適合確認申請のタイミングがなかった

環境配慮の取組

（適合が困難な基準）

実績と遵法性

事業の透明性

優良認定の基準に適合していない

優良産業廃棄物処理業者の認定

財務体質の健全性

処理の方法（施設の種類・能力・工程）

処理の実績（処理する廃棄物の種類と量）

処理施設の維持管理状況（排ガス・排水等
の環境基準の適合）

電子マニフェストの利用

電子マニフェスト

廃棄物による発電・熱回収の取組状況

排出事業者からのニーズがない

適合確認の手続が面倒である

現在の取組

その他（ ）

該当事項

リサイクルの取組状況
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（３）電子マニフェストの利用
１）利用のメリット

１）電子マニフェストシステムへの加入状況

電子マニフェストシステムに加入していますか。あてはまるもの一つに○を付してくださ

２）利用のメリット

(現在の加入状況を「加入」と回答した事業所のみお答えください。）

使い勝手が良い

メリットを感じない

認定取得について考えていない

認定取得に向け取り組んでいく

コストが削減できる

現在の加入状況

悪い

加入を検討
している

電子マニフェストを利用した際にどのようなメリットを感じますか。以下の項目それぞれに
ついて、あてはまるものを一つだけ○印を付してください。

認定取得を検討する

マニフェスト交付
の必要ない

分からない

やや悪い

認定取得に取り組む予定はない

排出事業者からの電子マニフェスト使用の
要望に応えられる

排出事業者からのニーズがない

コストがかかる

未加入
→３）へ

加入
→２）へ

適合確認の手続が面倒である

認定を受けるメリットがない

今後の取組

その他（     ）

基準適合が困難

（その理由）

産業廃棄物処理の管理が容易にできる

事務の効率化が図れる

県では、産業廃棄物の適正処理を確保するため、電子マニフェストの普及促進を図ってい
るところですが、貴社おける電子マニフェストの加入状況などをお教えください。

項目 良い やや良い

該当事項
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３）加入していない理由
(現在の加入状況を「未加入」と回答した場合のみお答えください。)

電子マニフェスト制度を知らない

操作が面倒、又は、操作が分からない

コストがかかる

その他の理由があれば記載して下さい

4 産業廃棄物の処理等に関する地球温暖化対策の取組
（１）現在の取組内容

（その他の関係する取組があれば記載して下さい）

取組を検討
している

電子マニフェストを利用するメリットを感じない

電子マニフェストシステムに加入しない理由は何ですか。以下の当てはまる全てに○を付し
てください。

該当事項

項目

利用するために人員を確保する必要がある

項目

該当
無し

取り組ん
でいる

契約先の排出事業者が電子マニフェストを利用していない

運
搬

地球温暖化対策への取組

燃費の良い運搬車両の利用

排出事業者や処理業者と連携した
効率的な運航ルートの設置

取り組ん
でいない

廃棄物の燃料としての再生処理

効率的な運搬頻度の設定

処
理

廃棄物系バイオマスの利活用

リサイクルや発電・熱回収に関す
る排出事業者への情報提供

産業廃棄物処理において、地球温暖化対策の取組をどのように行っていますか。各項目の
取組状況について、それぞれ、あてはまるもの１つに○印を付してください。（業務内容に
関係が無い項目には、「該当無し」に○印を付してください。)

廃棄物を処理する際に発電・熱回
収を実施
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5 災害、事故等に備えた措置

現在の取組 今後の取組

（その他の措置があれば記載して下さい）

6 三重県の廃棄物関連施策

最終処分場の確保

不適正処理事案の県代執行による環境修復

不法投棄防止のための普及啓発

廃棄物処理業者への立入による必要な指導

不法投棄に対する監視強化

災害に強い産業廃棄物の処理体制

処理が困難な廃棄物の処理事業を進める

リサイクルや発電・熱回収を行う施設の整
備促進

環境に配慮した高度な処理施設の整備促進

処
理
体
制

事業者の適正処理の確保の取組の推進

セミナー等による情報提供

事業者の産業廃棄物処理計画(※)策定や実
施の推進

現在の取組

今後の取組

事業者の発生抑制やリサイクルに対する支援
（補助金など）

今後、県が行うべき廃棄物施策と思われる施策は何ですか。各項目ごとに、それぞれ、県
が実施する必要性としてあてはまるもの１つに○印を付してください。

現状の取組内容と今後の取組方向について該当する事項に、全て○印を付し、その他の措
置がある場合は具体的に記載して下さい。

分から
ない

関係する計画やマニュアルの策定

災害、事故等に備えた措置

廃棄物が飛散・流出しないような防止の策

社員の防災訓練や教育などの実施

廃棄物処理施設への防災対策

措置内容の検討

行うべき
やや行う

べき

事
業
者

行うべき
でない

監
視
指
導

（※）産業廃棄物処理計画：事業者が、廃棄物処理法第12条9項や県マニュアルに基づき、
産業廃棄物の排出抑制やリサイクル等について定める計画

優良な産業廃棄物処理業者の育成
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三重県の産業廃棄物に関する施策についてご意見がありましたら、ご記入ください。

最後に貴企業・事業所の所在市町名を記載してください。

以上でアンケートはおしまいです。ご協力ありがとうございました。

所在市町名

（その他の事業があれば具体的に記載してください）

産業廃棄物の焼却施設や最終処分場の周辺を住み良く整備する事業

再生資源の購入費用に対する補助金

県内の不法投棄対策

(参考)
産業廃棄物税制度とは、三重県内の産業廃棄物の最終処分場や中間処理施設に産業廃棄物

を搬入する事業者の皆様に、
産業廃棄物税を納めていただく制度（年間1,000ｔ以上の事業所が対象）です。

なお、産業廃棄物税は、産業廃棄物関連施策に要する費用として活用しています。

項目 該当事項

産業廃棄物税により、県が実施する必要があると思われる事業に○印（複数回答可）を付
し、その他の事業があれば具体的に記載してください。

県内産業や県内工事で発生する廃棄物のリサイクルや処理技術について、県内
企業との共同研究

企業の産業廃棄物の発生や処理について、インターネットで情報を交換できる
ような環境整備

県内産業や県内工事で発生する廃棄物のリサイクルや処理技術の研究開発

産業廃棄物の発生抑制やリサイクル技術の開発に対する補助金

県内産業廃棄物処理業者においてリサイクルや熱回収を行う体制整備の支援

 




